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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
本研究では Robert  Frost の「男らしさ」の欠如に対する肯定的な姿勢を明らかにした。
Katherine  Kearns は Frost の作品の中に存在する女性性と男性性の葛藤を明らかにして
いるが、その葛藤はあくまでも詩人個人の内面的な葛藤として説明している 。だが 19 世
紀末から 20 世紀初頭という時代が女性の解放と同時に男性性の危機が叫ばれた時代で
あることを考慮し、男性性と女性性の葛藤を個人の内面だけでなく、個人と周囲の人 々
の 間 の 葛 藤 、 ひ い て は ジ ェ ン ダ ー 間 の 葛 藤 と し て 考 察 し た 。 特 に 第 三 詩 集 Mountain  





〔    Robert Frost          〕 〔    男らしさ 〕 〔    世紀転換期 〕 
※ ホームページ等で公表します。（様式２－１）  
立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  
 
研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
 今年度は Robert Frost と男性性の問題について、主に第三詩集 Mountain Interval と第四詩集 New Hampshire を

































 “‘Out, Out—’”では精神的な成熟が、“In the Home Stretch”では力強さが「男らしさ」として描かれている。
そしてどちらの作品においても、周囲の人々や社会は「男らしさ」の欠如を否定的に評価するが、詩人自身は共感し、
そのような生き方をある程度肯定しているようである。他にも“Putting in the Seed”では、男性的な理性ではな
く、情熱に身を委ねて行動することを語り手は賛美している。「男らしさ」が欠如した状態を擁護するというよりも、
むしろ積極的に肯定しているのである。 





もに、女性に対する支配力が薄れるとして男性に危機感を抱かせた。そして New Hampshire が出版された 1920 年代
は、反進化論法の成立やそれに反発したスコープス裁判などにおいて、進化論が活発に議論された時期でもあった。
Darwinは性淘汰を人間に応用しているが、この詩集では「女性の選択の力」が妻による不倫という形で繰り返し現れ
ている。そこで  夫婦関係が描かれた“Paul’s Wife”“The Witch of Coös”“The Pauper Witch of 
Grafton”“Maple”の 4作品を中心に考察した。 
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研究成果の概要 つ づ き  
 まず“Paul’s Wife”については、Ida Turneyによる原作との違いを比較することによって、Frostが、聖書的







 “The Witch of Coös”は“The Pauper Witch of Grafton”と合わせて一組の作品として収められている。両方
ともニューイングランドの地名がタイトルに使われており、ニューイングランドの魔女として描かれているのだが、
その描写は大きく異なっている。まず“The Witch of Coös”では、女性の不倫とその罪の意識が描かれている。
夫はすでに亡くなっているのだが、彼女の家は未だに夫という法に支配されており、妻は罪の意識から逃れること
ができない。その結果女性は狂気に陥っており、その様子が「魔女」として描かれているのである。一方で“The 
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・アメリカ文学会東京支部例会  2014 年 5 月 17 日（慶應大学）  
    「 Robert  Frost と男らしさのゆらぎ―― Mountain  Interval に描かれた少年、大
きな少年、大人の男」  
 
・ 2014 年度  立教英米文学会  2014 年 12 月 20 日 (立教大学 )  
    「 Robert  Frost における男らしさと女性たち ——New Hampshire を中心に」  
 
 
